文書記号：CL-G02



2.11 データクリア
2.11.1 対象マシン／作業予定時間

	対象マシン
	作業予定時間

	業務クライアント
	10分

	業務クライアント(VT系)
	10分


2.11.2 準備物
	項番
	種別
	名称
	確認

	　1
	CD-ROM
	クライアント構築用媒体_201401版
	□

	2
	ファイル
	【導入：14001】介護保険審査支払等システム（140424版）の「140424_CL.exe」
	□

	3
	ファイル
	【導入：15007】介護保険審査支払等システム（150427版）の
「150427_CL.exe」
	□

	4
	ファイル
	【導入：16008】介護保険審査支払等システム（160425版）の
「160425_CL.exe」
	□


2.11.3 前提条件
	項番
	前提条件
	確認

	1
	“ドメイン名(NetBIOS)\KG-UserAdmin”でログオンすること
	□


2.11.4 データクリア
（1） 作業対象クライアントのDVD-ROMドライブに「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMをセットします。
（「自動再生」画面が表示されますので、右上の「×」をクリックします。）
（2） 作業対象クライアントにてエクスプローラを起動し、下記バッチファイルを選択し、右クリックメニューより「管理者として実行」で実行します。
	バッチファイル
	確認

	E:\データクリア\3_DataClear_CL.bat
	□


（3） 「ユーザー　アカウント制御」画面が表示された場合は、「はい」をクリックします。

（4） 実行画面に「データクリアを開始します」と表示されますので、<Enter>キーを押下します。
（5） 実行画面に「完了しました。」と表示されますので、<Enter>キーを押下します。
	確認項目
	確認

	「完了しました。」のメッセージが表示されること。
	□



（6） エクスプローラを閉じます。
（7） DVD-ROMドライブから「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMを取出します。
2.11.5 ログクリア
（1） 作業対象クライアントのDVD-ROMドライブに「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMをセットします。
（「自動再生」画面が表示されますので、右上の「×」をクリックします。）
（2） 作業対象クライアントにてエクスプローラを起動し、下記バッチファイルを選択し、右クリックメニューより「管理者として実行」で実行します。
	バッチファイル
	確認

	E:\データクリア\4_LogClear_CL.bat
	□


（3） 「ユーザー　アカウント制御」画面が表示された場合は、「はい」をクリックします。

（4） 実行画面に「ログクリアを開始します」と表示されますので、<Enter>キーを押下します。
（5） 実行画面に「完了しました。」と表示されますので、<Enter>キーを押下します。
	確認項目
	確認

	「完了しました。」のメッセージが表示されること。
	□


（6） エクスプローラを閉じます。
（7） DVD-ROMドライブから「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMを取出します。
2.11.6 AP導入準備手順
2.11.6.1 クライアント側フォルダ作成／フォルダ共有設定／環境変数の登録

（1） 作業対象クライアントDVDドライブに「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMをセットします。
（「自動再生」画面が表示されますので、右上の「×」をクリックします。）
（2） 作業対象クライアントにてエクスプローラを起動し、下記バッチファイルを選択し、右クリックメニューより「管理者として実行」で実行します。

	バッチファイル
	確認

	E:\AP環境構築\Before_Setup_CL.bat
	□


（3） 「ユーザー　アカウント制御」画面が表示された場合は、「はい」をクリックします。

（4） コマンドプロンプトが起動し「事前作業を開始します」と表示されますので、作業対象クライアントを確認後、<Enter>キーを押下します。
（5） 処理終了後に「事前作業が完了しました」のメッセージが表示されましたら、<Enter>キーを押下します。
	確認項目
	確認

	「事前作業が完了しました」のメッセージが表示されること
	□


（6） エクスプローラを閉じます。
（7） 作業対象クライアントのDVD-ROMドライブから「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMを取出します。
2.11.6.2 クライアントのファイル/ディレクトリのコピー
（1） 作業対象クライアントのDVD-ROMドライブに「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMをセットします。
（「自動再生」画面が表示されますので、右上の「×」をクリックします）
（2） 作業対象クライアントにてエクスプローラを起動し、下記バッチファイルを選択し、右クリックメニューより「管理者として実行」で実行します。
	バッチファイル
	確認

	E:\導入物件①\copy_CL.bat
	□


（3） 「ユーザー　アカウント制御」画面が表示された場合は、「はい」をクリックします。
（4） コマンドプロンプトが起動し「導入を開始します」と表示されますので、<Enter>キーを押下します。
（5） 処理終了後に「完了しました。」のメッセージが表示されましたら、<Enter>キーを押下します。
	確認項目
	確認

	「完了しました。」のメッセージが表示されること
	□


（6） エクスプローラを閉じます。
（7） 作業対象クライアントのDVD-ROMドライブから「クライアント構築用媒体_201401版」CD-ROMを取出します。
2.11.6.3 クライアントのファイル/ディレクトリのコピー（差分リリース）
（1） 作業対象クライアントにてエクスプローラを起動し、下記ファイルを「C:\TEMP」にコピーします。
	ファイル
	確認

	140424_CL.exe
	□


（2） 「C:\TEMP\140424_CL.exe」を実行します。
（3） 「7-Zip　self-extra～」ダイアログが表示されますので、そのまま「Extract」ボタンを押下します。
（4） 「C:\TEMP\140424_CL\copy_CL.bat」を実行します。
	バッチファイル
	確認

	C:\TEMP\140424_CL\copy_CL.bat
	□


（5） コマンドプロンプトが起動し、「導入を開始します」と表示されますので、[Enter]キーを押下します。
（6） 処理終了後に「完了しました。」のメッセージが表示されましたら、[Enter]キーを押下します。
	確認項目
	確認

	「完了しました。」のメッセージが表示されること
	□


※コピーエラーがありますと表示された場合は、作業対象クライアントの再起動を行い、再度（4）より実施ください。
（7） 以下の差分リリースに関しても、上述（1）～（6）手順の「140424_CL」を読み替え、以下の順序で同様に実施してください。
	実施順
	差分リリース
	確認

	1
	150427_CL.exe
	□

	2
	160425_CL.exe
	□

	3
	190425_CL.exe
	□


（8） すべての差分リリースコピーが完了しましたら、以下のファイルを削除します。
	削除するフォルダ／ファイル
	確認

	C:\TEMP\140424_CL.exe
	□

	C:\TEMP\140424_CL[フォルダ]
	□

	C:\TEMP\150427_CL.exe
	□

	C:\TEMP\150427_CL[フォルダ]
	□

	C:\TEMP\160425_CL.exe
	□

	C:\TEMP\160425_CL[フォルダ]
	□

	C:\TEMP\190425_CL.exe
	□

	C:\TEMP\190425_CL[フォルダ]
	□


注：エラーが発生した場合は、再度(2)より実施してください。


エラー内容は、「C:\DataClear_err.log」に格納されます。
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